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内容 

本書は、医療事故案件に関し、特に患者側弁護士の立場から、どのような活動をすべきか、またどのようなと

ころに留意すべきかといった点について、医療問題弁護団（1977（昭和 52）年 9 月設立）に所属する実務経験

豊富な弁護士らにより執筆された図書です。患者側弁護士として、様々な案件を担当して得た豊富な経験や

知識、知見に基づき、医療における患者の権利を確立し、安全で良質な医療の実現を目的としながら、特に

若手弁護士を対象として、患者側弁護士としてどのように考え、どのように対応すべきかという視点で執筆さ

れています。医療問題における広範囲な分野について、実務的なノウハウを紹介しながら、詳細かつ極めて

具体的な詳述がされた指南書であり、また実務書となっています。医療問題分野における実務書等が少ない

なか、実務家待望の一冊です。 
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